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近年、日本政府は観光政策において地域活性化に加え、教育的価値の創出やメンタル

ヘルスへの寄与といった観点も重視し、競技活動と観光を結びつけた旅行形態の促進を

打ち出している。政府主催のシンポジウムでは、スポーツ・文化・観光の三庁が連携し、

施策の方向性について議論が行われるとともに、成功事例の共有やアワード表彰などの

取り組みが実施されていることが報じられている（観光庁 2024「スポーツ文化ツーリズ

ムアワード 2023」）。 

また、国の基本方針においても、地域資源を活用した体験型観光の創出を通じて、訪

日需要の喚起と地域の魅力発信を図る取り組みが進められている。 

一方で、「教育」「育成」「メンタルヘルス」「地域マネジメント」といった観点から、本

旅行形態が持つ潜在的効果や課題について、体系的に整理された実証研究や政策評価は

依然として限定的である。そのため、本旅行形態が地域社会にもたらす多面的な価値や

影響について、より深い分析と検討が求められている。 

 
 

問題 

以下の 3つの観点を踏まえ、本旅行形態の推進が地域社会にもたらす多面的価値と課題に

ついて論じなさい。また、それらが「教育」「育成」「観光」「メンタルヘルス」「地域マネジ

メント」の各視点からどのように評価され得るのかを考察しなさい。（2000字以内） 

① 政策・戦略の意義 

政府が観光政策の一環として本旅行形態を推進する意義について、地域経済の活性化、   

文化交流の促進、教育機会の創出という視点から整理しなさい。 

② 教育、育成、メンタルヘルスとの関連性 

本旅行形態が若年層の育成や学習機会の拡充、さらに旅行者および地域住民の心身の  

健康にどのような影響を与える可能性があるかについて、既存研究や関連理論を踏まえ

て論じなさい。 

③ 地域マネジメントの課題と対応策 

本旅行形態を持続的に展開していく上で、地域コミッションや自治体等が直面する主 

な課題を挙げ、それらに対応するための具体的なマネジメント戦略を提示しなさい。 

 
 

 


